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　村の交通安全指導員の出動式が１月８日、役場

前で行われました。

　出動式で、平田村長が「交通死亡事故が全国的

にも、村上署管内でも減少してきていますが、交

通事故ゼロの村になるよう、さらなる協力をお願

いします」とあいさつ。

　吉田尋良主任指導員は、「今年は申年。よく見

る申、よく聞く申、よく話し合う申になって、交

通事故も申（去る）年にしましょう」と新年の抱

負を語ってくれました。

　また、指導員の皆さんから、最近の事故形態な

どについての意見交換や今後の活動内容について、

話し合いが行われました。その後、交通安全指導

車で村内広報巡回を行い、交通事故防止をあらた

めて呼びかけました。

■交通安全指導員の皆さん（順不同。敬称略）

　吉田　尋良（大島）　　伊藤　卓弘（下関）

　小山　泰喜（大内渕）　大沼真理子（上土沢）

　須貝紀代美（蛇喰）

交通事故も申（去る）年に！
交通安全指導員初出動

　1月15日、大島保育園で小正月行事の『団子の

木飾り』が行われました。これは、昔から伝わる

行事に親しんでもらおうと毎年行われているもの

で、園児の祖父母もボランティアとして参加。当

日は、祖父母と一緒に紅白の団子づくりを体験し

た後、ミズキの木に団子や事前に園児が焼いたせ

んべいのほか、その年の豊作を願い稲穂に似せた

ぬいごなどを飾りました。

　伝空海くん（大島）は「おばあちゃんと一緒に

出来てうれしかった。団子づくりも上手にできま

した。団子を飾った木がとてもきれいでした」と

笑顔を見せていました。最後に、ケガや病気など

をしないようにみんなで団子の木を拝みました。
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▲優勝インタビューを受ける近選手

（写真提供：近敏一さん（大島））

大島保育園で
小正月行事「団子の木飾り」

大島保育園で
小正月行事「団子の木飾り」
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　このたび、村のほう賞条例に基づき、12月28

日で満100歳の誕生日を迎えられた橋さんに

表彰状と記念品料が贈られました。

　橋さんは、現在は垂水の里に入所していま

す。当日は、職員の手作りによるくす玉が準備

され、橋さんがくす玉を割ると入所者や職員

のみなさんが拍手で祝福。大正４年生まれの

橋さんは、長生きの秘訣を聞かれると「毎日の

食事が大好きで、嫌いなものなくなんでも食べ

ることです。みなさんにお世話になって100歳

を迎えられてありがとうございます」と笑顔で

答えてくれました。

　村内の100歳以上は、１月25日現在で橋さ

んを含め５人となりました。

　受賞おめでとうございました。

　村議会議員を４期16年務められた橋長作さ

ん（大石・88歳）が、このたび旭日単光章を受

章され、12月24日に役場応接室で伝達式が行わ

れました。

　橋さんは、昭和54年に村議会議員に初当選

以来、その豊富な経験と卓越した識見から地域

活性化に多大な貢献をしました。また、平成５

年の議員４期目のとき副議長に就任し、議会の

円滑な運営に努め、適切な意見を述べられるな

ど地方自治の発展をもたらしました。

　平田大六村長から書状と勲章の伝達を受けた

橋さんは、「大石ダム竣工式の翌年に議員に

なった時のことを思い出します。皆さんの支え

があって今回の受章となりました。ありがとう

ございます」とお礼と感謝の言葉を述べていま

した。

　受章おめでとうございました。
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ゆ〜む入館300万人達成まで
平成９年７月18日　　オープン

平成14年８月20日　　100万人

平成17年11月５日　　150万人

平成21年５月３日　　200万人

平成24年10月20日　　250万人

平成28年１月３日　　300万人

旭日単光章を受章
橋長作さん（大石）

橋ミヤさん（鍬江沢）

自治功労（高齢者）表彰
旭日単光章を受章
橋長作さん（大石）

橋ミヤさん（鍬江沢）

自治功労（高齢者）表彰
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